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通達が出された直後の 2016 年 3 月である．…
全国の通常学校におけるけいれん発作対応の現状と課題








調査を実施し，回答が得られた 720 校（回収率 30.1％）の結果を分析した．その結果 2015 年度は 720 校中
576 校（80％）にけいれん発作の既往のある子どもが在籍，102 校（14.2％）でのべ 119 人が 1年間に学校
で発作を起こしていた．学校での発作は数えられるものだけで年間のべ 200 回以上あったが，教職員の抗
けいれん坐薬の使用は 1度もなく，発作のあった学校の約半数の 50 校で年間 63 回救急車を要請していた．























配布数 2390 校に対し，小学校 364 校，中学校 347 校，




した．有意水準は全て p<0.05 とした．調査期間は 2016





10 年以上 20 年未満 100 人（13.9％），20 年以上 400 人
（55.6％）で，半数以上が経験 20 年以上のベテラン養





　720 校中 576 校（80.0％）にけいれん発作の既往があ
る子どもが在籍しており，抗けいれん剤の服用者がいる
学校は 409 校（56.8％）であった．発作の内訳の記載が
あった 699 校において，在籍数 213,653 人中のてんかん，
熱性けいれん，区別のはっきりしないけいれんの人数と
在籍数における割合を表１に表す．
　2015 年度の 1 年間に学校で発作があったのは 102 校
（14.2％）であった．発作のあった子どもの人数は，1
人 87 校，2人 13 校，3人 2校であった．発作回数は，1








で 21 回，中学校 30 校で 42 回，計 50 校でのべ 63 回に







かった（p＝ 0.049……Mann-Whitney の U検定）．
　坐薬預かりの有無と預かった坐薬の使用者について
は，表 2のとおりで、2015 年度に坐薬を預かった 70 校
の内訳は，小学校 52 校，中学校 18 校であった．また，









けいれん既往児在籍 在籍数記載あり 在籍数 てんかん 熱性けいれん 区別のはっきりしないけいれん
小学校
あり 297 校












699 校 213653 人 1022 人（0.5%） 1244 人（0.6%） 371 人（0.2%）なし 137 校
無回答 7校
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校が有意に多かった（p＝ 0.002…χ 2 検定）．
　3．養護教諭の過去の経験
　現任校以外で，過去に保護者から坐薬の預かりにつ












は，720 人中 324 人（45.0％）であった．発作を経験し
た回数は，1 回 93 人（28.7％），2 回 74 人（22.8％），3
回 47 人（14.5％）で，3 回以内の者が全体の 66％を占
めていたが，10 回以上経験している者も 40 人（12.3％）
おり，数えられないくらい何度も経験している者も 11
人（3.4％）いた．この 11 人のうち 5人は特別支援学校
勤務経験者だったが，通常校勤務のみの者も半数いた．
また過去の経験の中で，教職員が坐薬を使用した経験の
ある者が 27 人いた．そのうち 14 人は特別支援学校経験
者であった．学校判断で救急車を要請した経験がある者
は 166 人で，数えられないくらい頻回に要請した 2人の
ケースを除くと，164 人で，のべ 284 回，救急車の要請
経験があった．そのうち特別支援学校勤務経験のある者





今年度預かった 70 校（9.7％） 48 校（計 63 人） 24 校（計 29 人）
以前預かった　 89 校（12.4％） ‐ ‐
預かったことはない 550 校（76.4％） ‐ ‐
無回答 11 校（1.5％） ‐ ‐
坐薬の使用者（複数回答）
保護者・家族 60 校（うち、保護者・家族のみ　26 校）
養護教諭 125 校（うち、養護教諭のみ　41 校）
担任 68 校（うち、担任のみ　2校）
表 3　坐薬を預かった際の依頼の様式　　（n=159）
1. 所定の様式の依頼書をとった 32 校（20.1％）　
2. 所定の様式ではないが依頼書を取った 31 校（19.5％）
3. メモ程度の書類をとった 26 校（16.4％）
4. 口頭の依頼のみ 61 校（38.4％）
5. 人によって違う 9校（5.7％）
表 4　医師の指示の有無　　（n=159）












































































特別支援学校勤務経験（n＝ 603） 看護師資格（n＝ 672）…
経験あり 経験なし 資格あり 資格なし
抵抗感
抵抗ない 2.6% 4.6% 8.3% 2.5%
あまりない 31.6% 14.5% 16.6% 15.2%
少しある 36.8% 37.3% 40.9% 37.2%
非常にある 28.9% 43.5% 34.2% 45.1%
p 値 ｐ＝ 0.033 ｐ＝ 0.001
図１　学校医・医療機関の学校へのサポート






























































































































本研究は，JSPS 科研費 15H06772 の助成を受けて実施
した．
　本研究の要旨は第 59 回日本小児神経学会学術集会













て（回答）．医政発第 0224 第 2号 2016 年 2月 24日
文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課（2016）．学校にお
けるてんかん発作時の坐薬挿入について．事務連絡 2016 年 2
月 29日
学校保健安全法施行規則（1958）．1958 年 6月 13 日公布．最終
改正 2014 年 7月 2日
